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雑
誌
に
描
か
れ
た
「
写
真
小
説
」

― 

戦
時
下
の
漫
画
と
映
画 

―

牛
田　

あ
や
美

は
じ
め
に

　

本
研
究
は
「
戦
時
下
の
漫
画
に
描
か
れ
た
戦
地
及
び
植
民
地
の
表
象
研
究
」
に
お
い
て
現

れ
て
き
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。
日
本
の
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
は
手
塚
治
虫
が
確
立
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
手
法
は
映
画
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
を
活
用
し
、
登
場
人
物
の
動
き
を
表
現

さ
せ
た
と
一
般
的
に
は
い
わ
れ
る
。
手
塚
以
前
の
漫
画
研
究
に
関
し
て
は
、
ま
だ
手
つ
か
ず

の
も
の
が
多
い
。
そ
こ
で
、
手
塚
が
子
ど
も
の
頃
に
読
ん
で
い
た
だ
ろ
う
雑
誌
の
な
か
に
描

か
れ
て
い
た
漫
画
、
そ
の
周
辺
に
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
に
関
す
る
何
ら
か
の
秘
密
が
あ
る
の

で
は
と
調
査
を
始
め
た
。
こ
れ
は
二
〇
〇
九・
二
〇
一
〇
年
度
に
「
映
画
評
論
・
批
評
の
系

譜
」
に
お
い
て
科
研
費
の
助
成
を
受
け
た
際
、
戦
前
の
雑
誌
を
調
べ
た
こ
と
が
ヒ
ン
ト
と

な
っ
た
。

　
「
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
の
コ
マ
は
い
つ
頃
で
て
き
た
の
か
」
の
調
査
過
程
で
、
戦
前
の
子

ど
も
雑
誌
を
め
く
っ
て
い
た
際
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
一
月
号
『
少
年
倶
楽
部
』
に
て

掲
載
さ
れ
た
「
写
真
小
説
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
み
つ
け
た
。
題
名
は
「
明
る
い
教
室
」。

原
作
は
池
田
宣
政
、
ま
た
の
名
は
南
洋
一
郎
。
戦
後
、
子
ど
も
向
け
に
モ
ー
リ
ス
・
ル
ブ
ラ

ン
の
「
怪
盗
ル
パ
ン
」
シ
リ
ー
ズ
の
翻
訳
と
脚
色
で
一
世
を
風
靡
し
た
作
家
で
あ
る
。
戦
前

か
ら
、
子
ど
も
向
け
の
冒
険
小
説
家
と
し
て
活
動
し
て
お
り
『
少
年
倶
楽
部
』
の
常
連
作
家

で
あ
っ
た
。

「
明
る
い
教
室
」

　
「
明
る
い
教
室
」
は
朝
鮮
か
ら
の
転
校
生
、
金
く
ん
を
中
心
に
小
学
校
を
舞
台
と
し
た
学

園
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
当
時
の
時
代
背
景
を
鑑
み
る
と
物
語
内
容
も
興
味
深
い
が
、
ひ
と
ま
ず

「
写
真
小
説
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
調
査
し
た
。
名
前
の
通
り
、
写
真
に
小
説
が
つ
い
て
い

る
も
の
で
あ
る
。「
写
真
小
説
」
と
い
う
言
葉
が
目
新
し
い
と
感
じ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

と
り
た
て
て
興
味
は
惹
か
れ
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
誌
面
に
は
「
監
督　

松
竹
蒲
田
撮
影
所　

齋
藤
寅
次
郎
」
と
明
記
が
あ
っ
た
。

「
写
真
小
説
」
に
映
画
会
社
と
映
画
監
督
が
名
を
連
ね
て
い
た
。

　
「
明
る
い
教
室
」
は
一
九
三
二
年
一
月
か
ら
五
月
号
ま
で
連
載
さ
れ
、
少
年
倶
楽
部
写
真

部
が
撮
影
を
し
て
い
る
。
当
時
、
映
画
は
「
写
真
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
映
画
化

さ
れ
た
「
明
る
い
教
室
」
を
『
少
年
倶
楽
部
』
の
誌
面
で
掲
載
し
て
い
る
と
推
測
し
た
。
な

ぜ
な
ら
映
画
雑
誌
で
は
、
映
画
作
品
を
「
写
真
」
と
「
文
章
」
で
語
る
手
法
が
度
々
用
い
ら

れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

例
え
ば
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
四
月
号
の
『
活
動
画
報
』
で
は
「
写
真
小
説
」
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
で
映
画
「
毒
煙
」
が
掲
載
さ
れ
る
。「
毒
煙
」
は
日
活
の
向
島
撮
影
所
で
製
作
さ

れ
、
オ
ペ
ラ
館
で
上
映
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
一
九
一
八
年
一
一
月
号
の
『
活
動
之
世
界
』

で
は
「
写
真
小
説
」
で
な
く
「
写
真
物
語
」
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ペ
ラ
館
で
上
映
さ
れ
た

「
女
一
代
」、
三
友
館
で
上
映
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
映
画
「
侠
探
偵
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
上
映

日
時
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
雑
誌
で
は
二
，
三
ヶ
月
遅
れ
で
「
写
真
小
説
」「
写
真
物
語
」

と
し
、
映
画
の
「
誌
面
公
開
」
が
行
わ
れ
た
。

　

オ
ペ
ラ
館
や
三
友
館
に
足
を
運
べ
な
い
観
客
に
対
し
、
他
の
映
画
館
や
地
方
で
の
巡
回
で

同
作
品
を
上
映
し
た
際
の
宣
伝
の
た
め
か
と
考
え
た
。
し
か
し
「
写
真
小
説
」「
写
真
物
語
」

は
、
映
画
の
一
場
面
が
ス
チ
ー
ル
写
真
で
掲
載
さ
れ
、
物
語
の
あ
ら
す
じ
が
最
後
ま
で
書
か

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
読
者
に
対
し
、
映
画
館
へ
の
誘
い
水
と
し
て
機
能
し
て
い
な
い
。
逆

に
、
わ
ざ
わ
ざ
映
画
館
へ
行
か
ず
と
も
読
者
を
「
映
画
を
み
た
よ
う
な
気
分
」
に
さ
せ
る
誌

面
作
り
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
「
明
る
い
教
室
」
も
映
画
化
し
た
作
品
を
そ
の
ま
ま
誌
面

に
掲
載
し
た
の
で
は
と
推
測
し
た
。

　

齋
藤
寅
次
郎
は
、
エ
ノ
ケ
ン
、
ロ
ッ
パ
、
ア
チ
ャ
コ
な
ど
の
人
気
芸
人
を
主
演
と
し
た
作

品
を
得
意
と
し
「
喜
劇
の
神
様
」
と
も
い
わ
れ
た
監
督
で
あ
る
。
ま
た
、
写
真
に
載
っ
て
い

る
小
学
校
の
先
生
は
、
い
か
に
も
当
時
の
役
者
顔
を
し
た
俳
優
で
あ
る
。
し
か
し
上
映
日
時

を
調
べ
る
と
記
録
に
な
い
。
も
ち
ろ
ん
戦
前
の
こ
と
ゆ
え
フ
ィ
ル
ム
が
紛
失
し
て
い
る
可
能

性
も
大
き
い
。

　
「
明
る
い
教
室
」
は
『
少
年
倶
楽
部
』
で
連
載
し
た
際
、「
写
真
小
説
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル

で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
四
三
（
昭
和
一
六
）
年
、
東
栄
社
か
ら
池
田
宣
政
名
義
で
書
籍
を

出
版
し
た
際
は
、
写
真
は
掲
載
し
て
お
ら
ず
、
文
章
の
み
で
あ
っ
た
。
か
ろ
う
じ
て
読
者
に

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
表
し
て
い
る
絵
は
、
漫
画
家
の
横
山
隆
一
が
装
幀
し
た
箇
所
の
み
で

あ
る
。
書
籍
の
「
明
る
い
教
室
」
は
映
画
化
さ
れ
た
作
品
な
の
か
。

05_研究ノート01_牛田あや美_本文01.indd   2 15.10.28   9:45:27 AM



101

京都造形芸術大学紀要［GENESIS］第19号

「
写
真
小
説
」
の
始
ま
り

　

厳
密
な
か
た
ち
で
「
写
真
小
説
」
の
始
ま
り
を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
会
図
書
館
に
あ
る
資
料
を
参
考
に
繙
い
て
み
た
。

　

時
事
新
報
社
が
出
版
し
て
い
た
子
ど
も
向
け
雑
誌
『
少
年
』
の
な
か
に
、
一
九
〇
六
（
明

治
三
九
）
年
一
月
号
、
永
洲
・
作
「
写
真
物
語
」
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
月
号
は

「
写
真
物
語
（
上
）」、
二
月
号
は
「
写
真
物
語
（
下
）」、「
写
真
」
に
ま
つ
わ
る
兄
弟
の
物
語

で
あ
る
。
当
時
の
時
代
背
景
が
反
映
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
兄
弟
の
父
親
は
日
露
戦
争
開
戦

か
ら
満
州
へ
出
征
し
て
い
る
設
定
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
、「
明
る
い
教
室
」
の
よ

う
な
「
写
真
」
で
物
語
る
「
写
真
小
説
」「
写
真
物
語
」
で
は
な
い
。
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の

「
写
真
物
語
」
で
は
な
く
、
単
に
小
説
の
題
名
で
あ
る
（1）
。
読
み
物
に
挿
絵
を
添
え
た
、
当
時

か
ら
人
気
の
あ
っ
た
「
絵
」
の
あ
る
物
語
と
同
じ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
挿
絵
と
の
違
い
は
「
写
真
」
を
模
写
し
た
よ
う
な
描
き
方
と
い
う
点
だ
。「
写

真
物
語
（
上
）」
は
、
暗
室
で
写
真
現
像
を
し
て
い
る
場
面
が
あ
る
。
そ
の
暗
室
の
な
か

は
、
い
ま
ま
さ
に
現
像
し
て
い
る
写
真
の
イ
メ
ー
ジ
が
描
か
れ
る
。
登
場
人
物
の
現
状
況

と
、
彼
ら
が
現
像
し
て
い
る
写
真
と
を
一
枚
の
絵
に
お
さ
め
て
い
る
。

　

当
時
、
読
み
物
に
挿
絵
が
つ
く
場
合
、
連
作
で
挿
絵
を
掲
載
す
る
の
で
な
く
、「
一
枚
絵
」

で
表
現
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
物
語
の
一
場
面
を
切
り
抜
き
、
文
章
を
補
完
す
る
機
能
を

果
た
し
て
い
た
。
絵
本
の
よ
う
な
型
で
は
あ
る
が
、「
絵
」
で
な
く
「
文
章
」
を
重
視
し
た

型
で
あ
る
（2）
。
文
章
を
細
か
く
切
っ
た
、
現
在
の
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
の
よ
う
な
型
で
も
な

い
。
例
え
ば
見
開
き
一
頁
の
う
ち
、
右
頁
は
全
面
「
文
章
」、
左
頁
は
全
面
「
絵
」
が
描
か

れ
る
。
文
章
が
続
く
な
か
で
、
途
中
に
「
絵
」
を
一
頁
、
挿
入
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
文
章
が
主
体
で
あ
り
「
絵
」
は
あ
く
ま
で
「
お
ま
け
」
と
い
う
描
き
方
で
あ
る
。『
少

年
』
に
描
か
れ
た
挿
絵
の
レ
イ
ア
ウ
ト
も
、
当
時
の
読
み
物
同
様
「
絵
」
は
あ
く
ま
で
添
え

物
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
作
品
は
「
写
真
」
の
物
語
と
し
て
創
作
さ
れ
て
い
る
か

ら
か
「
絵
」
に
も
力
が
入
っ
て
い
る
。

　
「
写
真
」
あ
り
き
の
「
写
真
小
説
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
は
、
創
刊
間
も
な
い
一
九
一
二

（
大
正
元
）
年
九
月
号
『
少
女
画
報
』
の
な
か
に
「
飛
行
機
」
と
い
う
作
品
を
み
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
作
品
は
、
子
ど
も
向
け
雑
誌
の
「
写
真
小
説
」
と
し
て
現
段
階
で
は
最
初

に
確
認
で
き
る
。

　

一
頁
の
う
ち
、
五
分
の
四
を
写
真
が
占
め
、
文
章
は
五
分
の
一
で
あ
る
。
写
真
は
三
枚
掲

載
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
文
章
が
つ
い
て
い
る
。
三
枚
の
写
真
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
上
に
一
枚
、

下
は
左
右
に
わ
か
れ
て
お
り
、
右
に
一
枚
、
左
に
一
枚
あ
る
。
物
語
は
次
の
よ
う
に
展
開
し

て
い
る
。

　
　

 （
上
）
治
子
さ
ん
は
飛
行
機
が
好
き
で
、「
あ
あ
、
何
化
し
て
立
派
に
飛
ぶ
様
な
物
を

作
っ
て
乗
っ
て
見
た
い
。」
と
、
寝
て
も
起
き
て
も
其
事
許
り
考
え
て
居
り
ま
し
た
。

　
　

 （
右
）
熱
心
は
恐
し
い
も
の
で
、
種
々
と
工
夫
を
凝
ら
し
て
居
る
中
に
、
遂
う
遂
う
立

派
に
飛
ぶ
物
が
出
来
ま
し
た
の
で
、

　
　

 （
左
）
早
速
お
父
様
に
お
願
い
し
て
大
き
な
物
を
造
へ
て
頂
き
、
都
の
空
高
く
昇
り
ま

す
と
、
其
面
白
い
こ
と
東
京
市
中
は
勿
論
の
こ
と
横
浜
ま
で
が
眼
の
下
に
見
え
、
道
を

歩
い
て
居
る
人
は
ま
る
で
蟻
の
様
！
（3）

　

映
画
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
効
果
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
物
語
を
分
割
し
「
絵
」
で
な
く

「
写
真
」
で
物
語
を
進
め
て
い
る
。

　
「
絵
」
が
主
体
と
な
り
物
語
が
展
開
し
て
い
く
、
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
の
原
型
と
も
い
わ

れ
る
「
正
チ
ャ
ン
の
冒
険
」
が
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
で
始
ま
る
の
が
一
九
二
三
（
大
正

十
二
）
年
で
あ
る
。「
正
チ
ャ
ン
の
冒
険
」
の
一
〇
年
も
前
に
、
物
語
を
分
割
し
た
「
写
真
小

説
」
が
登
場
し
て
い
る
。

　
「
飛
行
機
」
は
二
頁
の
作
品
で
、
治
子
さ
ん
が
夢
か
ら
覚
め
る
と
こ
ろ
で
物
語
は
終
わ
る

「
夢
落
ち
」
の
典
型
的
な
話
で
あ
る
。

　

お
そ
ら
く
「
飛
行
機
」
以
前
に
も
「
写
真
」
を
使
用
し
た
「
写
真
小
説
」
は
存
在
し
て
い

る
と
推
測
で
き
る
が
、
現
段
階
の
研
究
で
は
こ
の
作
品
が
最
初
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
飛
行
機
」
が
掲
載
さ
れ
た
一
九
一
二
年
九
月
に
は
、
日
活
の
前
身
と
な
る
日
本
活
動
写

真
会
社
が
設
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
し
た
い
。
誌
面
上
に
「
写
真
」
で
物
語
る
と
い
う

手
法
と
日
本
の
映
画
会
社
の
黎
明
期
と
重
な
っ
て
い
る
。

物
語
か
、
記
録
か
。

　

一
九
一
二
年
の
『
少
女
画
報
』
は
、
九
月
号
か
ら
一
二
月
号
ま
で
「
写
真
小
説
」
を
掲
載

し
て
い
る
。
一
〇
月
号
で
は
二
頁
増
え
、
四
頁
と
な
り
「
友
の
命
」
が
掲
載
さ
れ
る
。「
飛

行
機
」
同
様
、
写
真
を
も
っ
て
物
語
を
進
め
て
い
る
。
一
頁
の
な
か
の
五
分
の
一
が
文
章

で
、
五
分
の
四
が
写
真
で
あ
る
。
今
回
も
一
頁
三
枚
の
写
真
で
構
成
し
て
い
る
が
、
前
回
と

は
配
置
が
異
な
り
、
上
・
中
・
下
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
じ
め
て
写
真
撮
影
を
し
た

05_研究ノート01_牛田あや美_本文01.indd   3 15.10.28   9:45:27 AM



102

研究ノート［雑誌に描かれた「写真小説」― 戦時下の漫画と映画 ―］牛田あや美

「
中
村
鏡
仙
」
と
い
う
名
前
が
載
る
。「
写
真
部
員
鏡
仙
撮
影
」
と
い
う
掲
載
を
他
の
号
か
ら

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
写
真
撮
影
を
誰
が
し
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
時
代
の
雑
誌
で
は

ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
カ
メ
ラ
マ
ン
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
珍
し

い
例
で
あ
る
。

　

同
じ
く
一
〇
月
号
に
は
「
絹
布
は
こ
う
し
て
出
来
る
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
。
蚕

か
ら
糸
を
引
き
出
し
、
そ
れ
が
織
物
に
な
る
過
程
を
写
真
が
追
る
。
構
成
は
「
写
真
小
説
」

と
同
じ
で
あ
る
が
、
小
説
の
よ
う
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
記
録
で
あ
る
。
ま
た
、

一
一
月
号
に
は
「
館
林
の
一
日
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
。
三
輪
田
高
等
女
学
校
と
上

野
高
等
女
学
校
が
、
館
林
へ
修
学
旅
行
へ
と
赴
い
た
一
日
の
出
来
事
を
、
順
番
に
「
写
真
」

主
体
で
構
成
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
「
絹
布
は
こ
う
し
て
出
来
る
」
と
同
じ
よ
う
な
構
成

で
あ
る
。「
絹
布
は
こ
う
し
て
出
来
る
」
と
「
館
林
の
一
日
」
は
、「
写
真
小
説
」
と
は
ジ
ャ

ン
ル
だ
て
し
て
い
な
い
。
構
成
は
「
飛
行
機
」
や
「
友
の
命
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、
物
語
で

は
な
い
。「
絹
布
は
こ
う
し
て
出
来
る
」
と
「
館
林
の
一
日
」
は
記
録
で
あ
る
。
時
間
通
り

の
流
れ
に
沿
っ
た
構
成
で
あ
る
。

　

こ
の
時
点
の
『
少
女
画
報
』
で
は
、
記
録
か
物
語
か
で
「
写
真
小
説
」
と
し
て
い
る
か
、

そ
う
で
な
い
か
を
区
別
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
な
い
に
し
て
も
順
番

を
写
真
で
追
っ
て
い
く
「
絹
布
は
こ
う
し
て
出
来
る
」「
館
林
の
一
日
」
は
「
動
き
」
の
あ

る
構
成
で
あ
る
。

　

一
〇
月
号
に
は
「
女
学
校
の
授
業
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
構
成
は
や
は
り
同
じ
で
、
三

枚
の
写
真
を
上
・
中
・
下
に
わ
け
配
置
し
て
い
る
。
上
の
写
真
は
日
本
橋
高
等
女
学
校
の
お

作
法
の
様
子
が
写
し
出
さ
れ
る
。
中
の
写
真
は
大
阪
夕
陽
丘
高
等
女
学
校
の
お
裁
縫
の
様

子
。
下
の
写
真
に
は
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
付
属
高
等
女
学
校
の
球
竿
体
操
（
明
治
時
代

に
普
及
し
た
体
操
器
具
を
使
用
）
の
様
子
が
写
し
出
さ
れ
て
い
る
。
三
枚
の
写
真
は
そ
れ
ぞ
れ
女

学
校
で
の
授
業
風
景
を
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
ひ
と
く
く
り
に
し
た
記
事
で
あ
る
。

つ
ま
り
記
事
に
よ
る
流
れ
が
な
く
、
仮
に
上
・
中
・
下
の
順
番
が
変
更
し
て
も
問
題
の
な
い

構
成
で
あ
る
。

　
『
少
女
画
報
』
で
掲
載
し
て
い
る
写
真
と
文
章
の
構
成
を
み
る
と
「
女
学
校
の
授
業
」
の

よ
う
に
流
れ
の
な
い
構
成
が
多
い
。
例
え
ば
、
写
真
主
体
の
記
事
が
あ
る
場
合
、
写
真
を
一

頁
ま
る
ま
る
使
用
し
、
そ
こ
に
写
真
の
内
容
を
短
い
一
文
や
短
歌
、
被
写
体
が
い
れ
ば
そ
の

人
物
の
名
前
な
ど
が
書
か
れ
る
の
み
で
あ
る
。「
女
学
校
の
授
業
」
の
よ
う
な
同
じ
種
類
の

も
の
を
一
頁
に
掲
載
し
、
記
事
と
し
た
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
順
番
と
い
う
概
念
は
な

く
、
時
間
に
沿
っ
て
の
「
動
き
」
も
な
く
、
写
真
の
配
置
が
前
後
入
れ
替
え
可
能
な
構
成
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
少
女
画
報
』
で
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
お
話
で
あ
り
、
加
え
て
時

間
に
沿
っ
た
写
真
の
組
み
立
て
を
「
写
真
小
説
」
と
ジ
ャ
ン
ル
わ
け
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

不
可
解
な
写
真
の
順
番

　
『
少
女
画
報
』
で
は
「
写
真
小
説
」
が
好
評
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
の
後
、
毎
号
に
わ
た
り

掲
載
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
一
一
、一
二
月
号
で
は
、「
涙
の
露
」。

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
二
、三
月
号
で
は
「
妹
の
行
衛
」。
八
、九
月
号
で
は
「
野
径
の
花
」

と
二
ヶ
月
に
ま
た
が
っ
た
連
載
で
あ
る
。
読
み
切
り
で
な
く
、
継
続
し
た
読
者
を
想
定
し
て

い
る
。

　

一
九
一
三
年
一
〇
、一
一
、一
二
月
号
と
三
ヶ
月
に
わ
た
り
「
初
奉
公
」
を
連
載
し
て
い

る
。
構
成
は
一
頁
に
写
真
が
二
枚
、
上
と
下
の
配
置
に
な
っ
て
い
る
。
文
章
は
一
頁
の
五
分

の
一
の
み
で
あ
り
、
残
り
の
五
分
の
四
は
写
真
で
あ
る
。

　
「
初
奉
公
」
は
資
産
家
の
娘
が
父
の
事
業
の
失
敗
に
よ
り
没
落
、
家
族
を
養
う
た
め
に
奉

公
へ
い
き
、
最
後
に
は
別
れ
た
母
親
と
一
緒
に
暮
ら
す
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
シ

ス
・
ホ
ジ
ソ
ン
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
小
公
女
」
を
日
本
版
に
落
と
し
こ
ん
だ
物
語
で
あ
る
。

す
で
に
「
小
公
女
」
の
翻
訳
は
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
元
ネ
タ
に
し
た
物
語
が
雑
誌
で
掲
載

さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。「
初
奉
公
」
は
写
真
を
つ
け
て
の
物
語
展
開
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
読
者
に
は
具
体
的
な
物
語
補
完
が
で
き
た
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

　
『
少
女
画
報
』
で
は
こ
の
後
も
「
写
真
小
説
」
は
続
き
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
四
月
号

か
ら
「
迷
子
札
」
が
連
載
さ
れ
る
。「
迷
子
札
」
は
一
九
一
二
年
に
日
本
活
動
写
真
で
製
作

し
て
お
り
、
上
映
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
映
画
を
そ
の
ま
ま
転
用
し
た
の
で
は
と
思
っ
た

が
、
確
認
は
と
れ
な
か
っ
た
。

　

時
代
が
進
む
に
つ
れ
「
写
真
小
説
」
に
掲
載
さ
れ
る
写
真
は
、「
飛
行
機
」
の
頃
よ
り
技

術
が
進
ん
で
く
る
。
見
開
き
頁
に
ま
た
が
っ
て
い
る
写
真
、
四
角
い
写
真
だ
け
で
な
く
、
丸

い
写
真
、
人
物
を
く
り
抜
い
た
も
の
な
ど
、
様
々
な
か
た
ち
で
お
話
を
語
る
。

　
「
飛
行
機
」
の
頃
は
、
複
雑
な
写
真
の
並
び
は
し
て
い
な
い
が
、「
迷
子
札
」
に
な
る
と
複

雑
な
写
真
構
成
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
並
び
順
は
、
戦
前
の
漫
画
の
形
態
に
受
け
継
が

れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
文
章
は
通
常
の
右
か
ら
左
へ
と
流
れ
て
い
る
の
だ
が
、
補
完

す
る
「
絵
」
や
「
写
真
」
の
配
置
は
自
由
で
あ
る
。
前
回
の
紀
要
（4）
に
も
記
述
し
た
こ
と
で
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あ
る
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
以
前
の
漫
画
は
文
法
が
な
か
っ
た
。
現
在
で
は
一
頁
の
ス

ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
を
右
、
左
に
読
み
、
そ
し
て
下
へ
と
進
ん
で
い
く
。
下
に
進
ん
で
も
、

右
、
左
の
順
番
は
崩
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
の
文
法
が
確
立
さ
れ
る
前
は
、
そ
の
よ
う
な
文
法
は
な

か
っ
た
。
右
一
頁
、
左
一
頁
を
使
用
し
、
見
開
き
で
読
ま
せ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。「
迷
子

札
」
も
同
じ
よ
う
な
形
態
で
あ
る
。
写
真
を
み
る
順
番
が
ふ
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
わ
か
る

が
、
も
し
順
番
が
な
け
れ
ば
当
時
の
読
者
で
も
順
番
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

写
真
の
並
び
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

１
、
右
頁
右
上

２
、
右
頁
右
下

３
、
右
頁
左
上

４
、
右
頁
、
左
頁
に
わ
た
る
真
ん
中

５
、
左
頁
下

６
、
左
頁
上

７
、
右
頁
左
下
（5）

　

話
が
進
む
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
頁
に
戻
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
写
真
構
成
を
し
た
の
か

は
不
明
だ
が
、
昭
和
に
入
り
、
少
年
少
女
誌
で
漫
画
が
盛
ん
に
掲
載
さ
れ
た
と
き
に
は
、
す

で
に
こ
の
よ
う
な
奇
妙
な
構
成
が
行
わ
れ
て
い
た
。

同
時
代
の
「
写
真
小
説
」

　
『
少
女
画
報
』
だ
け
で
な
く
、
他
の
雑
誌
で
の
「
写
真
小
説
」
も
調
査
を
し
た
。

　

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
七
月
号
の
『
少
女
の
友
』
で
は
「
若
葉
の
露
」
が
「
写
真
小

説
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
。
八
月
号
で
は
「
浅
墓
（
マ
マ
）な
妹
」、
九
、一
〇
月
号
で
「
母
の
ま
ぼ
ろ

し
」
と
、
写
真
が
主
体
と
な
っ
た
物
語
を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
三
作
品
は
、

物
語
が
ほ
と
ん
ど
進
ま
な
い
こ
と
か
ら
、
同
じ
よ
う
な
カ
ッ
ト
が
連
な
っ
て
お
り
、
時
間
を

か
け
て
写
真
を
撮
っ
た
と
い
う
形
跡
の
な
い
構
図
で
あ
る
。
内
容
は
『
少
女
画
報
』
同
様
に

家
族
の
話
を
中
心
と
し
た
典
型
的
な
「
お
涙
頂
戴
も
の
」
で
あ
る
。

　

一
九
一
三
年
六
月
号
の
『
日
本
少
年
』
で
は
「
絵
具
箱
」
が
、
十
二
月
号
で
は
「
少
年
画

家
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
少
年
画
家
」
は
面
白
い
配
置
で
誌
面
を
飾
っ
て
い
る
。
作
品

は
四
頁
に
わ
た
っ
た
構
成
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
四
頁
に
は
「
少
年
画
家
」
だ
け
で
な
く

「
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」
と
い
う
作
品
も
同
時
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」
は
「
写

真
小
説
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
は
な
い
。
一
頁
に
二
作
品
を
同
時
に
掲
載
し
て
い
る
。「
少

年
画
家
」
は
「
写
真
」
が
主
体
と
な
り
物
語
を
進
め
て
い
る
の
だ
が
「
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」
は

「
絵
」
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
異
な
っ
た
作
品
を
同
じ
頁
に
掲
載
し
、
頁
を
進
め
て
い
く

方
法
は
、
戦
前
の
漫
画
に
は
よ
く
み
ら
れ
た
構
成
方
法
で
あ
る
。

　

一
九
一
四
年
一
〇
月
号
に
は
「
勇
ま
し
き
出
征
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦

勃
発
の
年
だ
け
あ
り
、
少
年
雑
誌
は
戦
時
色
が
濃
い
。「
勇
ま
し
き
出
征
」
も
時
流
に
乗
っ

た
作
品
で
あ
る
。
使
用
し
て
い
る
「
写
真
」
は
い
ま
ま
で
と
は
異
な
り
、「
写
真
」
の
上
に

「
絵
」
を
の
せ
、
ま
る
で
は
め
絵
の
よ
う
で
あ
る
。
人
物
を
「
絵
」
で
描
い
て
い
る
こ
と
か

ら
「
写
真
」
よ
り
も
「
絵
」
の
ほ
う
が
先
に
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
こ
の
よ
う
な
「
写

真
」
の
使
い
方
で
あ
っ
て
も
『
日
本
少
年
』
で
は
「
写
真
小
説
」
と
し
て
い
る
。

　

一
九
一
五
年
六
月
号
の
『
飛
行
少
年
』
で
は
「
袁
探
退
治
」
が
「
写
真
小
説
」
と
し
て
掲

載
さ
れ
る
。
翌
月
の
七
月
号
で
は
「
爆
弾
投
下
」、
八
月
か
ら
一
二
月
号
ま
で
は
「
空
中
の

格
闘
」
が
連
載
さ
れ
る
。『
飛
行
少
年
』
だ
け
あ
り
、
い
ず
れ
も
空
に
ま
つ
わ
る
物
語
で
あ

る
。
被
写
体
の
な
か
に
は
飛
行
機
、
乗
用
車
、
大
型
バ
ル
ー
ン
な
ど
が
写
し
出
さ
れ
、
少
年

た
ち
の
空
へ
の
憧
れ
を
馳
せ
る
手
が
か
り
と
な
る
構
成
で
あ
る
。
翌
年
の
『
飛
行
少
年
』
で

は
「
鐘
楼
の
秘
密
」
と
「
金
塊
の
行
方
」
が
連
載
さ
れ
る
。
二
作
品
と
も
に
写
真
主
体
で
は

あ
る
が
、
読
み
物
と
し
て
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
探
偵
小
説
の
体
を
成
し
て
お
り
、
読
み
応

え
あ
る
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
映
画
の
転
用
で
は
な
い
か
と
考
え
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
調
べ
た
が
み
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

「
絵
」
で
物
語
を
進
め
る
「
写
真
小
説
」

　

こ
れ
ま
で
は
、
少
年
少
女
誌
は
「
写
真
」
を
主
体
と
し
た
「
写
真
小
説
」
を
紹
介
し
て
き

た
。
こ
こ
で
は
「
写
真
」
で
な
く
「
絵
」
で
お
話
を
を
す
す
め
て
い
く
「
写
真
小
説
」
あ
る

い
は
「
写
真
物
語
」
に
つ
い
て
も
記
述
し
た
い
。

　
「
写
真
小
説
」
を
調
査
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
『
少
年
倶
楽
部
』
の
な
か
か
ら
み
て

い
く
。
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
一
月
号
か
ら
「
写
真
小
説
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
で
て
く

る
。「
怪
潜
航
艇
」
と
い
う
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
四
月
号
ま
で
連
載
さ
れ
る
。

　
『
少
年
倶
楽
部
』
で
最
初
に
掲
載
さ
れ
た
「
写
真
小
説
」
は
「
写
真
」
で
は
な
く
、「
絵
」

で
あ
る
。
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「
絵
」
に
は
額
縁
の
よ
う
な
枠
組
み
が
描
か
れ
、
確
か
に
「
写
真
」
の
様
相
で
あ
る
。
一

枚
目
が
旭
日
旗
、
二
枚
目
は
敵
艦
へ
の
砲
撃
が
描
か
れ
て
い
る
。「
写
真
」
を
「
絵
」
で
模

写
し
た
よ
う
な
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
写
真
小
説
」
と
し
て
い
る
の
で
は

と
推
測
で
き
る
。

　

同
年
の
九
月
号
は
「
磁
帽
魔
」
と
い
う
「
写
真
小
説
」
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ
れ
も
同
じ
く

「
絵
」
に
枠
組
み
が
描
か
れ
、
写
真
の
体
を
成
し
て
い
る
。「
磁
帽
魔
」
は
画
家
が
落
款
を
押

す
よ
う
な
形
式
の
描
き
方
で
あ
る
か
ら
、「
絵
」
を
担
当
し
た
画
家
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。

　
『
少
年
倶
楽
部
』
と
同
じ
く
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
少
女
倶
楽
部
』

の
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
二
月
号
に
は
「
写
真
小
説
」
と
し
て
「
悲
し
み
の
星
」
が
掲

載
さ
れ
る
。「
悲
し
み
の
星
」
も
「
写
真
」
で
な
く
「
絵
」
で
あ
る
。「
写
真
」
を
模
し
た
と

い
う
よ
り
は
肖
像
画
で
あ
る
。「
一
枚
絵
」
に
小
さ
な
物
語
が
つ
い
て
い
る
。
な
ぜ
「
写
真

小
説
」
か
と
推
測
し
て
み
る
と
、
物
語
内
容
が
女
優
の
こ
と
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
作
品

に
は
、
作
者
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
四
月
号
の
『
少
年
世
界
』
で
は
、「
写
真
物
語
」
と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
で
「
魔
の
山
の
老
人
」
が
掲
載
さ
れ
る
。「
魔
の
山
の
老
人
」
は
、
作
・
戸
村
清
風
、

画
・
野
田
二
郎
と
記
載
が
あ
る
。
こ
の
作
品
は
一
頁
を
上
・
下
に
わ
け
、「
絵
」
と
「
文
章
」

で
二
分
割
さ
れ
て
い
る
。「
絵
」
と
「
文
章
」
が
均
衡
を
保
っ
て
い
る
。
文
章
量
が
多
い
か

ら
か
、
内
容
も
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
冒
険
小
説
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

同
年
の
一
二
月
号
で
も
「
写
真
物
語
」
で
「
黒
真
珠
の
秘
密
」
が
掲
載
さ
れ
る
。「
魔
の

山
の
老
人
」
同
様
に
、「
写
真
物
語
」
と
は
う
た
っ
て
い
る
も
の
の
、「
絵
」
で
あ
る
。
作
・

木
島
清
、
画
・
野
田
二
郎
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
作
品
も
一
頁
を
上
・
下
に
わ
け
、

「
絵
」
と
「
文
章
」
で
二
分
割
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
や
は
り
冒
険
小
説
で
あ
る
。

　

時
代
が
下
っ
た
か
ら
と
は
い
え
、「
写
真
小
説
」
は
「
写
真
」
を
使
用
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。「
絵
」
で
物
語
る
「
写
真
小
説
」
も
同
時
期
に
存
在
し
て
い
た
。「
角
川
字
源
辞
典
」

を
繙
く
と
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

 「
内
容
物
を
こ
の
器
物
か
ら
彼
の
器
物
へ
う
つ
す
」、
こ
れ
が
「
写
」
の
一
般
義
で
あ

る
。
そ
れ
か
ら
、「
書
物
を
書
き
写
す
」
も
「
写
真
」
な
ど
と
い
う
の
も
、
た
だ
「
こ

ち
ら
か
ら
あ
ち
ら
へ
う
つ
す
」
意
だ
け
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（6）
。

　

こ
ち
ら
か
ら
あ
ち
ら
へ
と
「
移
す
」
が
、
写
真
の
「
写
す
」
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
映

像
の
勉
強
を
し
た
こ
と
が
あ
れ
ば
基
本
的
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、「
写
真
小
説
」
が

「
絵
」
で
描
か
れ
て
い
た
の
を
み
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
。
す
で
に
「
写
真
」
が
雑
誌
に
使

用
さ
れ
、
し
ば
ら
く
た
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
絵
」
を
「
写
真
」
の
代
わ
り
と
し
て
い
る
点

は
、
ダ
ゲ
ー
ル
以
前
の
時
代
と
同
じ
で
あ
る
。

　
　

 

唐
代
中
期
の
白
楽
天
が
唐
僧
浴
交
の
詩
篇
に
’写
真
‘
の
語
を
使
っ
て
い
る
。
わ
が
国

で
も
平
安
朝
か
ら
徳
川
末
期
ま
で
絵
画
的
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
（7）
。

　

こ
の
記
述
は
『
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
講
座
Ⅸ
』
の
写
真
史
年
表
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。「
写
真
」

を
絵
画
的
用
語
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
も
依
然
と
し
て
カ

メ
ラ
を
使
用
し
た
写
真
の
み
を
「
写
真
」
と
は
定
義
づ
け
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
雑
誌

の
な
か
で
は
物
事
を
写
し
取
っ
た
「
絵
」
も
ま
た
「
写
真
」
で
あ
っ
た
。

活
動
写
真
物
語

　
「
写
真
小
説
」「
写
真
物
語
」
は
、
映
画
作
品
の
焼
き
直
し
を
雑
誌
で
掲
載
し
た
も
の
で
は

な
い
か
と
最
初
に
推
測
し
た
。
そ
れ
は
当
時
、「
映
画
」
を
「
写
真
」
と
呼
ん
で
い
た
か
ら

で
あ
る
。
明
確
に
「
活
動
写
真
」
と
書
い
て
あ
れ
ば
、「
映
画
」
で
あ
っ
た
（8）
。

　
『
少
年
少
女
譚
海
』
で
は
、「
活
動
写
真
物
語
」
と
し
、
映
画
作
品
の
説
明
を
し
て
い
る
。

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
四
月
号
で
は
「
大
評
判
の
教
育
新
活
動
写
真
物
語
」
と
し
「
棄

児
の
天
国
（
す
て
ご
の
て
ん
ご
く
）」
が
掲
載
さ
れ
る
。
日
本
で
は
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年

に
公
開
さ
れ
た
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
「
キ
ッ
ド
」
で
あ
る
。
物
語
を
抜
粋
し
、
映
画
の
ス
チ
ー

ル
写
真
を
使
用
し
て
い
る
。
八
頁
に
わ
た
り
「
写
真
」
と
「
物
語
」
で
頁
が
進
ん
で
い
く
。

八
頁
を
使
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
物
語
は
完
結
す
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
読
者
の
少
年
少
女
は
、
次
は
ど
う
な
る
の
か
と
空
想
を
膨
ら
ま
せ
る
し
か
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

次
号
の
五
月
号
で
「
教
育
新
活
動
写
真
物
語
」
と
し
て
「
夢
ゆ
め
の
国
の
ピ
ー
タ
ー
・
パ

ン
」
が
掲
載
さ
れ
る
。
い
わ
ず
と
知
れ
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
マ
シ
ュ
ー
・
バ
リ
ー
の
「
ピ
ー

タ
ー
・
パ
ン
」
で
あ
る
。
当
時
、
日
本
で
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
ベ
テ
ィ
・
ブ
ロ
ン
ソ
ン
主

演
の
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
の
ア
メ
リ
カ
映
画
で
あ
る
。「
キ
ッ
ド
」
と
同
様
に
物
語
は

途
中
で
終
わ
る
。

　

次
号
の
六
月
号
で
は
「
少
年
・
少
女
譚
海
だ
け
に
あ
る
教
育
新
活
動
写
真
物
語
」
と
し
て
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「
ソ
バ
カ
ス
拳
闘
王
」
が
掲
載
さ
れ
る
。
ウ
ェ
ズ
リ
ー
・
バ
リ
ー
主
演
で
、
前
年
の

一
九
二
五
年
に
日
本
で
公
開
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
同
じ
く
八
頁
に
わ
た
る
「
写
真
」
と
物

語
で
あ
る
。「
ソ
バ
カ
ス
拳
闘
王
」
は
八
頁
で
物
語
を
終
了
し
て
い
る
。
こ
の
後
も
『
少
年

少
女
譚
海
』
で
は
「
活
動
写
真
物
語
」
は
続
い
て
い
く
。
映
画
題
名
が
日
本
語
表
記
に
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、
短
編
の
作
品
、
い
ま
で
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
作
品
な
ど
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
日
本
で
公
開
し
た
か
不
明
な
作
品
も
多
い
。

　

ま
た
『
少
年
少
女
譚
海
』
で
は
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
一
月
号
か
ら
「
写
真
小
説
」
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
も
掲
載
さ
れ
る
。
題
名
は
「
火
星
人
の
地
球
襲
撃
」
で
あ
る
。
Ｈ
・
Ｇ
・

ウ
ェ
ル
ズ
の
「
宇
宙
戦
争
」
が
元
ネ
タ
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
作
品
は
「
写
真
」
で

な
く
「
絵
」
で
物
語
を
進
め
て
い
る
。

　

雑
誌
に
よ
り
「
写
真
小
説
」「
写
真
物
語
」
と
、「
小
説
」「
物
語
」
と
異
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
「
写
真
」「
絵
」
あ
り
き
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
従
来
の
物
語
に
少

し
挿
絵
を
つ
け
る
と
い
う
構
成
で
は
な
く
、「
写
真
」「
絵
」
あ
り
き
の
お
話
と
し
て
成
立
し

て
い
る
。

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
の
「
写
真
小
説
」
と
「
写
真
物
語
」

　

前
述
し
た
よ
う
に
一
九
一
七
年
九
月
号
の
『
少
年
倶
楽
部
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
写
真
小

説
」、「
怪
潜
航
艇
」
と
「
磁
帽
魔
」
は
「
写
真
」
で
は
な
く
「
絵
」
で
物
語
を
進
め
て
い
く

も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
少
女
倶
楽
部
』
で
は
「
一
枚
絵
」
で
は
あ
る
が
「
悲
し
み
の
星
」

が
「
写
真
小
説
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
掲
載
さ
れ
た
。

　

こ
の
後
、
講
談
社
の
前
身
で
あ
る
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
か
ら
発
売
さ
れ
た
『
少
年
倶
楽

部
』『
少
女
倶
楽
部
』『
婦
人
倶
楽
部
』
で
は
多
く
の
「
写
真
小
説
」「
写
真
物
語
」
を
掲
載

し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
ら
は
「
写
真
」
に
よ
っ
て
物
語
を
進
め
て
い
く
手
法
を
と

り
、
映
画
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
ピ
ク
チ
ャ
ー
や
テ
レ
ビ
の
連
続
ド
ラ
マ
の
よ
う
な
形
態
と
な
っ
て

い
る
。
挿
絵
に
は
で
き
な
い
物
語
の
進
め
方
、
挿
絵
に
頼
る
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

や
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
は
な
い
「
写
真
小
説
」「
写
真
物
語
」
が
あ
る
。

　
『
少
年
倶
楽
部
』
で
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
一
一
月
号
に
吉
屋
信
子
が
執
筆
し
た

「
写
真
小
説
」、「
長
男
」
が
一
六
頁
に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
る
。「
長
男
」
は
「
写
真
小
説
」
が

映
画
の
焼
き
直
し
で
は
と
考
え
ら
れ
る
最
初
の
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
『
少
年
倶
楽

部
』
が
撮
影
し
た
も
の
だ
と
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
、
映
画
会
社
や
監
督
の
名
前
が
な
い
。

　
「
写
真
小
説
」
と
は
、
と
疑
問
に
感
じ
た
「
明
る
い
教
室
」
は
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年

一
月
号
に
掲
載
さ
れ
る
。「
監
督　

松
竹
蒲
田
撮
影
所　

齋
藤
寅
次
郎
」
と
明
確
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。
物
語
の
最
後
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

 

こ
ん
な
い
い
写
真
物
語
は
、
少
年
倶
楽
部
だ
け
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
教
育
映
画
で
お

な
じ
み
の
、
松
竹
キ
ネ
マ
の
少
年
俳
優
諸
君
が
盛
に
活
躍
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
次
号
を
楽

し
み
に
お
待
ち
下
さ
い
（9）
。

　

六
ヶ
月
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
「
明
る
い
教
室
」
は
、
右
記
の
引
用
文
か
ら
映
画
で
な

く
、『
少
年
倶
楽
部
』
と
い
う
雑
誌
の
た
め
の
作
品
で
あ
る
と
読
め
る
。
原
作
の
池
田
宣
政

は
『
少
年
倶
楽
部
』
の
常
連
執
筆
家
で
あ
り
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
は
ほ
ぼ
毎
号
で
小
説
を

掲
載
し
て
い
た
。『
少
年
倶
楽
部
』
で
実
績
の
あ
っ
た
作
家
が
「
写
真
小
説
」
の
執
筆
に
携

わ
っ
て
い
た
。

　

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
一
月
号
か
ら
は
「
写
真
小
説
」
と
し
て
「
あ
が
れ
よ
煙
」
が

掲
載
さ
れ
る
。
作
者
は
サ
ト
ウ
・
ハ
チ
ロ
ー
で
あ
り
、
当
時
か
ら
人
気
の
作
家
で
あ
り
『
少

年
倶
楽
部
』
で
大
人
気
作
家
で
あ
っ
た
佐
藤
紅
緑
の
息
子
で
あ
る
。「
あ
が
れ
よ
煙
」
は
日

活
多
摩
川
撮
影
所
が
演
出
し
た
「
写
真
小
説
」
で
あ
る
。
撮
影
は
『
少
年
倶
楽
部
』
で
担
当

し
て
い
る
。「
明
る
い
教
室
」「
あ
が
れ
よ
煙
」
と
も
に
、
映
画
会
社
が
協
力
す
る
こ
と
に
よ

り
、
い
ま
ま
で
の
「
写
真
小
説
」
と
は
異
な
っ
た
作
品
と
な
る
。
大
き
な
違
い
は
、
俳
優
の

顔
を
明
確
に
撮
影
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
「
写
真
小
説
」
は
文
章
で
描

か
れ
る
背
景
を
「
写
真
」
や
「
絵
」
で
表
し
て
お
り
、
話
に
「
動
き
」
を
も
た
せ
る
構
造
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
登
場
人
物
の
顔
に
、
読
者
の
注
目
を
合
わ
せ
る
と
い
う
「
写
真
」
は
、

ほ
ぼ
み
あ
た
ら
な
い
。
映
画
会
社
が
入
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
俳
優
を
使
う
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
な
の
か
、
明
ら
か
に
従
来
の
「
写
真
小
説
」
と
は
そ
の
点
が
異
な
る
。

　
「
写
真
小
説
」
は
少
年
向
け
よ
り
も
少
女
向
け
の
ほ
う
が
好
ま
れ
た
よ
う
で
、
一
九
三
三

（
昭
和
八
）
年
の
一
月
号
か
ら
は
『
少
女
倶
楽
部
』
で
毎
号
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
た
。『
少
年

倶
楽
部
』
で
は
俳
優
の
名
前
が
出
る
こ
と
が
ほ
ぼ
な
く
、
誰
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
に

対
し
『
少
女
倶
楽
部
』
で
は
俳
優
の
名
前
が
徐
々
に
掲
載
さ
れ
る
。
一
月
号
で
は
サ
ト
ウ
・

ハ
チ
ロ
ー
が
執
筆
し
た
「
道
は
一
つ
」
が
「
写
真
物
語
」
と
し
て
登
場
す
る
。
作
り
方
は

『
少
年
倶
楽
部
』
の
「
写
真
小
説
」
と
さ
し
て
変
わ
ら
な
い
が
、『
少
女
倶
楽
部
』
で
は
「
写

真
物
語
」
と
な
る
。
こ
こ
で
は
ま
だ
俳
優
の
記
載
は
な
い
が
、
撮
影
は
富
士
発
声
映
画
会
社

が
担
当
し
て
い
る
。
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一
九
三
三
年
一
一
月
号
で
は
「
隣
の
正
ち
ゃ
ん
」
が
「
写
真
物
語
」
と
し
て
掲
載
さ
れ

る
。
原
作
は
和
田
邦
坊
、
監
督
は
高
原
富
士
郎
が
務
め
て
い
る
。
こ
の
作
品
か
ら
、
配
役
が

記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
主
人
公
「
正
ち
ゃ
ん
」
は
、
松
竹
蒲
田
撮
影
所
の
名
子
役
で

あ
っ
た
突
貫
小
僧
が
演
じ
、
も
う
一
人
の
主
役
で
あ
る
「
初
ち
ゃ
ん
」
は
市
村
美
津
子
が
演

じ
て
い
る
。
彼
女
も
松
竹
蒲
田
撮
影
所
の
子
役
で
あ
り
、
小
津
安
二
郎
の
「
そ
の
夜
の

妻
」、
日
本
初
ト
ー
キ
ー
作
品
、
五
所
平
之
助
の
「
マ
ダ
ム
と
女
房
」
に
出
演
し
た
経
歴
を

も
つ
。
正
ち
ゃ
ん
の
親
方
に
は
、
小
林
十
九
二
（
こ
ば
や
し
と
く
じ
）
が
演
じ
、
松
竹
の
名
脇

役
と
し
て
活
躍
し
た
俳
優
の
名
前
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
記
載
し
て
な
い
が
「
松
竹
蒲
田
撮
影

所
」
の
協
力
の
「
写
真
物
語
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
九
三
四
年
一
月
号
の
『
少
女
倶
楽
部
』
で
は
「
友
よ
い
づ
こ
」
が
「
写
真
小
説
」
と
し

て
掲
載
さ
れ
る
。
原
作
は
日
本
初
の
女
性
脚
本
家
の
水
島
あ
や
め
が
担
当
し
て
い
る
。
監
督

は
勝
浦
仙
太
郎
で
あ
る
。
主
役
を
演
じ
る
の
は
松
竹
蒲
田
の
名
子
役
、
菅
原
秀
雄
で
あ
る
。

「
友
よ
い
づ
こ
」
に
は
次
の
よ
う
な
謝
辞
が
つ
い
て
い
る
。

　
　

 　

松
竹
蒲
田
撮
影
所
は
、
こ
の
物
語
を
撮
影
す
る
た
め
に
菅
原
・
最
上
の
名
子
役
を
出

演
さ
せ
て
下
さ
っ
た
上
に
、
監
督
か
ら
撮
影
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
と
お
骨
折
下
さ
い
ま
し

た
。
お
陰
さ
ま
で
全
く
活
動
写
真
と
変
ら
な
い
、
大
変
面
白
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
（10）
。

　
「
写
真
物
語
」
は
、
雑
誌
が
で
き
る
得
る
限
り
の
、
映
画
へ
の
挑
戦
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
後
も
、
松
竹
少
女
歌
劇
団
が
出
演
し
た
「
救
い
の
紅
薔
薇
」、
日
活
多
摩
川
撮

影
所
が
演
出
し
た
「
銀
の
夕
星
」、
日
活
東
京
撮
影
所
が
演
出
し
た
「
愛
の
翼
」、
新
興
キ
ネ

マ
東
京
撮
影
所
が
演
出
し
た
「
大
空
の
歌
」、
東
宝
東
京
撮
影
所
が
協
力
し
た
「
出
征
の

歌
」
な
ど
、
劇
団
や
映
画
会
社
が
制
作
を
し
て
い
る
作
品
が
続
々
と
連
載
さ
れ
る
。

　

ま
た
同
時
期
に
『
少
女
倶
楽
部
』
で
は
「
写
真
小
説
」
も
連
載
し
て
い
る
。「
写
真
物
語
」

「
写
真
小
説
」
と
ジ
ャ
ン
ル
を
わ
け
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
何
ら
か
の
違
い
が
あ
る
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
写
真
小
説
」
も
同
じ
く
著
名
な
作
家
や
映
画
会
社
が
協
力
し

て
い
る
作
品
も
多
く
、「
写
真
物
語
」
と
の
区
別
が
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。

　
『
少
女
倶
楽
部
』
に
は
「
映
画
物
語
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
も
あ
る
。
一
九
三
三
（
昭
和
八
）

年
一
一
月
号
に
は
「
乃
木
大
将
と
熊
さ
ん
」
が
掲
載
さ
れ
、
日
活
脚
本
部
原
案
の
「
映
画
物

語
」
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
日
活
の
大
将
軍
撮
影
所
で
制

作
さ
れ
た
映
画
そ
の
も
の
で
あ
る
。
乃
木
大
将
を
山
本
嘉
一
が
演
じ
て
お
り
、
監
督
は
溝
口

健
二
で
あ
っ
た
。「
乃
木
大
将
と
熊
さ
ん
」
は
公
開
し
て
か
ら
年
月
が
経
て
の
掲
載
で
あ
る
。

　

ま
た
「
映
画
物
語
」
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
、
日
活
多
摩
川
撮
影
所
で
製
作
し
た
「
護
国
の

母
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
護
国
の
母
」
は
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
五
月
七
日
に
公

開
さ
れ
て
い
る
。『
少
女
倶
楽
部
』
で
は
六
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
新
興
キ
ネ
マ
東
京

撮
影
所
で
製
作
し
た
「
父
は
九
段
の
桜
花
」
は
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
九
月
一
四
日

に
公
開
さ
れ
、
雑
誌
で
は
一
〇
月
号
に
掲
載
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
掲
載
月
と
公
開
月
が
近

く
、
映
画
の
宣
伝
と
な
る
誌
面
も
あ
る
。

　

二
〇
一
四
年
、
韓
国
映
像
資
料
院
か
ら
日
帝
時
代
の
映
画
が
発
掘
さ
れ
て
話
題
と
な
っ

た
。
高
麗
映
画
の
「
授
業
料
」
が
発
見
さ
れ
た
。『
少
女
倶
楽
部
』
の
一
九
三
九
年
一
二
月

号
に
て
幻
の
作
品
で
あ
っ
た
「
授
業
料
」
は
掲
載
さ
れ
た
。
公
開
日
は
翌
年
、
一
九
四
〇
年

四
月
三
〇
日
に
明
治
座
と
大
陸
劇
場
と
な
っ
て
い
た
（11）
。
こ
れ
は
、
映
画
上
映
よ
り
も
『
少

女
倶
楽
部
』
が
先
行
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
原
作
は
「
京
城
日
報
」
の
小
学
生
新
聞
で
募

集
し
た
作
文
に
お
い
て
第
一
席
と
な
り
、
朝
鮮
総
督
賞
を
受
け
た
子
ど
も
の
綴
り
方
の
映
画

化
で
あ
る
。
後
に
東
映
時
代
劇
の
悪
役
で
有
名
な
薄
田
研
二
が
田
代
先
生
を
演
じ
て
お
り
、

子
役
に
は
当
時
尋
常
学
校
に
通
っ
て
い
た
朝
鮮
の
子
ど
も
が
演
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
映

画
雑
誌
の
み
で
な
く
、
子
ど
も
雑
誌
か
ら
も
紛
失
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
記
録
に
な
い
映
画

作
品
が
み
つ
か
る
こ
と
が
あ
る
。

『
婦
人
倶
楽
部
』

　
『
婦
人
倶
楽
部
』
で
は
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
一
一
月
号
に
「
写
真
小
説
」
が
で
て
い

る
。
題
名
は
「
朝
の
波
」、
岡
本
霊
華
の
作
品
で
青
山
三
太
郎
が
「
絵
」
を
担
当
し
て
い

る
。『
婦
人
倶
楽
部
』
で
も
「
写
真
小
説
」
は
「
絵
」
を
使
用
し
て
い
る
。「
朝
の
波
」
は
連

載
の
た
め
、
そ
の
後
続
い
て
掲
載
さ
れ
る
。
し
か
し
「
写
真
小
説
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
通

し
て
は
い
な
い
。

　

一
二
月
号
、
翌
年
一
九
二
一
年
一
月
号
で
は
「
挿
絵
小
説
」
と
名
前
が
変
わ
り
、
二
月
号

で
は
「
絵
画
小
説
」
と
な
っ
て
い
る
。
三
月
号
で
は
画
家
が
吉
川
保
正
に
変
更
さ
れ
、「
挿

絵
小
説
」
と
戻
っ
て
い
る
。
四
月
号
は
記
録
が
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
五
月
号
で
は

「
挿
絵
小
説
」
と
な
り
、
六
月
号
で
は
「
絵
画
小
説
」
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
小
説
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ジ
ャ
ン
ル
が
こ
ろ
こ
ろ
変
更
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
写
真
小
説
」

「
挿
絵
小
説
」「
絵
画
小
説
」
と
、
ジ
ャ
ン
ル
が
確
定
さ
れ
、
定
義
づ
け
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
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が
わ
か
る
。

　
「
写
真
小
説
」
が
連
載
さ
れ
た
同
じ
時
期
に
「
映
画
小
説
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
も
で
て
く

る
。
例
え
ば
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
四
月
号
に
は
「
映
画
小
説
」
と
し
て
津
村
京
村

の
「
結
婚
悲
曲
」
が
掲
載
さ
れ
る
。「
絵
」
は
樺
島
勝
一
が
担
当
し
て
い
る
。「
絵
」
で
は
あ

る
が
、
映
画
作
品
の
焼
き
直
し
と
も
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
を
繙
い
て

み
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
作
品
は
な
か
っ
た
。
題
名
が
変
更
し
て
い
る
可
能
性
、
フ
ィ
ル
ム

の
紛
失
等
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
あ
が
ら
な
い
作
品
も
あ
る
こ
と
か
ら
現
時
点
で
は
不
明
で
あ

る
。

　

同
じ
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
写
真
小
説
」
は
「
荊
棘
の
垣
」
で
あ
る
。
作
者
は
異
な
る
も
の

の
、
同
じ
く
「
絵
」
と
「
文
章
」
形
式
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
結
婚
悲
曲
」
も
「
写
真

小
説
」
と
し
て
も
い
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、「
映
画
小
説
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
い

ま
で
は
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
映
画
化
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
映
画
化
す
る
予

定
の
作
品
で
あ
っ
た
と
も
推
測
で
き
る
。

　
『
婦
人
倶
楽
部
』
で
は
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
以
降
の
記
録
に
な
る
と
、「
映
画
」
は
「
映

画
」
と
記
載
さ
れ
、
誌
上
映
画
と
し
て
映
画
作
品
が
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
Ｒ
・
ヴ
ァ

レ
ン
チ
ノ
主
演
の
「
熱
砂
の
舞
」、
日
本
と
海
外
資
本
と
の
共
同
で
製
作
さ
れ
た
「
切
支
丹

お
蝶
」
や
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
月
」「
恋
愛
保
険
」
な
ど
の
洋
画
作
品
を
中
心
に
「
真
珠
夫
人
」

な
ど
邦
画
作
品
も
あ
る
。
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
は
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
社
長
で

あ
っ
た
野
間
清
治
が
書
い
た
小
説
「
栄
え
ゆ
く
道
」
を
映
画
化
し
た
新
興
キ
ネ
マ
製
作
の

「
栄
え
行
く
道
」
が
、
映
画
物
語
と
し
掲
載
さ
れ
る
。

　

一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
か
ら
発
刊
さ
れ
た
雑
誌
の
な
か
で
は
、

「
映
画
物
語
」「
映
画
小
説
」
は
、
映
画
化
さ
れ
た
作
品
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
「
写
真

小
説
」「
写
真
物
語
」
と
な
る
と
映
画
化
し
た
も
の
の
焼
き
直
し
、
あ
る
い
は
出
版
社
が
独

自
に
映
画
会
社
の
協
力
で
作
っ
た
作
品
と
、
混
在
し
て
い
る
。

　
『
婦
人
倶
楽
部
』
で
は
、
そ
の
よ
う
な
作
品
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
雑

誌
の
み
で
そ
の
企
画
を
し
、
製
作
し
た
に
し
て
は
疑
問
に
残
る
作
品
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
一
九
三
四
年
八
月
号
の
『
婦
人
倶
楽
部
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
生
さ
ぬ
仲
」
で
あ

る
。
誌
面
に
は
婦
人
倶
楽
部
特
写
名
作
写
真
物
語
と
記
載
し
て
い
る
。
一
九
一
二
年
に
大
阪

毎
日
新
聞
で
連
載
さ
れ
、
人
気
の
あ
っ
た
柳
川
春
葉
の
大
衆
小
説
で
あ
る
。
幾
度
か
舞
台
化

も
さ
れ
、
同
様
に
映
画
化
も
さ
れ
て
い
る
。
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
、
日
活
向
島
撮
影
所

で
「
生
さ
ぬ
仲
」
が
製
作
さ
れ
た
。
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
は
小
林
商
会
で
も
製
作
さ

れ
て
い
る
。
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
は
、
日
活
に
て
製
作
さ
れ
た
『
生
さ
ぬ
仲　

全
編
・

後
編
』
が
あ
る
。
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
は
、
松
竹
キ
ネ
マ
、
日
活
で
も
製
作
さ

れ
、
一
年
で
二
本
も
同
じ
小
説
を
使
用
し
た
作
品
が
で
き
上
が
っ
た
。
一
九
二
三
（
大
正

一
二
）
年
も
「
新
生
さ
ぬ
仲
」
と
題
名
が
変
わ
る
が
国
活
が
、
も
う
一
本
は
帝
国
キ
ネ
マ
演

芸
が
製
作
し
て
い
る
。
昭
和
に
入
り
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
賀
古
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
東
亜
キ
ネ
マ
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
松
竹
キ
ネ
マ
が

製
作
し
て
い
る
。
戦
後
で
は
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
に
松
竹
が
製
作
し
て
い
る
。「
生
さ

ぬ
仲
」
は
、
合
計
一
一
本
が
映
画
化
さ
れ
て
い
る
。

　
「
生
さ
ぬ
仲
」
が
『
婦
人
倶
楽
部
』
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
一
九
三
四
年
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
一
九
三
〇
年
あ
る
い
は
一
九
三
二
年
に
製
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
推
測
し
た
。
し
か

し
、
ど
ち
ら
も
『
婦
人
倶
楽
部
』
で
掲
載
さ
れ
た
「
生
さ
ぬ
仲
」
で
は
な
か
っ
た
。

　
『
婦
人
倶
楽
部
』
で
掲
載
さ
れ
た
「
生
さ
ぬ
仲
」
は
「
写
真
物
語
」
と
な
っ
て
い
る
。
雑

誌
の
「
生
さ
ぬ
仲
」
の
監
督
は
東
坊
城
恭
長
で
あ
る
。
彼
は
、
俳
優
、
脚
本
家
、
監
督
で
も

あ
り
、
戦
前
の
日
活
大
将
軍
撮
影
所
で
活
躍
し
た
。
主
役
は
二
枚
目
俳
優
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
島
耕
二
で
あ
る
。

　

一
九
三
〇
年
の
映
画
「
生
さ
ぬ
仲
」
は
米
沢
正
夫
が
監
督
で
、
一
九
三
二
年
の
作
品
は
成

瀬
巳
喜
男
が
メ
ガ
ホ
ン
を
と
っ
て
お
り
、
両
作
品
と
も
二
枚
目
の
島
耕
二
は
出
演
し
て
い
な

い
。
つ
ま
り
『
婦
人
倶
楽
部
』
の
「
生
さ
ぬ
仲
」
は
映
画
化
さ
れ
て
い
な
い
と
推
測
さ
れ

る
。

　

同
じ
く
「
写
真
物
語
」
と
銘
打
っ
て
い
る
、
一
九
三
五
年
七
月
号
に
は
山
路
ふ
み
子
主
演

の
「
山
を
守
る
処
女
」
が
あ
る
。
ま
た
一
九
三
五
年
九
月
号
の
「
写
真
小
説
」
と
な
っ
て
い

る
「
愛
の
十
字
火
球
」
で
は
、
主
役
を
岡
譲
二
が
演
じ
て
い
る
。
一
九
三
六
年
七
月
号
の

「
写
真
物
語
」
は
、
原
節
子
主
演
で
「
俊
子
の
歌
」
が
掲
載
さ
れ
る
。
一
九
三
七
年
の
臨
時

増
刊
号
で
は
「
写
真
小
説
」
と
銘
打
ち
、
高
峰
三
枝
子
と
上
原
謙
主
演
の
「
銃
後
愛
国
行
」

が
掲
載
さ
れ
る
。

　

往
年
の
映
画
ス
タ
ー
た
ち
が
「
写
真
小
説
」「
写
真
物
語
」
に
出
演
し
て
い
る
。
他
に
も

松
竹
や
日
活
の
当
時
人
気
だ
っ
た
俳
優
た
ち
が
出
演
し
て
い
る
「
写
真
小
説
」
や
「
写
真
物

語
」
も
い
く
つ
か
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
、
映
画
化
さ
れ
た
記
録
の
確
認
が

と
れ
な
い
も
の
が
多
い
。
戦
時
下
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
お
そ
ら
く
雑
誌
の
た
め
の

「
映
画
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
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ま
と
め

　

こ
の
研
究
ノ
ー
ト
で
「
写
真
小
説
」
を
調
査
す
る
に
あ
た
り
、
二
つ
の
大
き
な
問
題
が
で

て
き
た
。
一
つ
目
は
「
写
真
」
あ
る
い
は
「
絵
」
を
使
用
し
た
物
語
も
、
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン

ガ
の
よ
う
に
動
き
の
あ
る
コ
マ
を
徐
々
に
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
に

フ
ォ
ト
ス
ト
ー
リ
ー
と
い
う
か
た
ち
で
写
真
で
物
語
る
こ
と
が
雑
誌
で
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。

戦
前
に
お
い
て
報
道
写
真
を
構
成
し
た
組
写
真
が
発
見
さ
れ
、
見
る
写
真
か
ら
読
む
写
真
へ

と
変
化
し
た
。
戦
時
期
に
は
、
組
写
真
は
報
道
写
真
と
し
て
使
用
さ
れ
、
記
録
だ
け
な
く
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
大
い
に
活
躍
し
た
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
子
ど
も
雑
誌
を
中
心
に
「
写
真
小
説
」「
写
真
物
語
」
を
調
査
し
た
限
り
で
は
、

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
作
品
を
示
し
て
い
た
。
本
文
で
は
「
写
真
小
説
」「
写
真
物
語
」
の
み
で

調
査
し
た
が
、『
少
年
倶
楽
部
』
で
は
、
創
刊
の
二
年
後
、
一
九
一
六
年
一
月
号
の
誌
面
上

に
「
活
動
写
真
」
な
る
ジ
ャ
ン
ル
が
登
場
す
る
。
そ
れ
は
映
画
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
「
動

く
絵
」
つ
ま
り
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
の
原
点
と
も
い
え
る
作
品
で
あ
っ
た
。
当
時
は
ま
だ

「
写
真
」
と
は
い
っ
て
も
「
絵
」
を
指
し
示
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
よ
う
に

「
絵
」「
写
真
」
を
動
か
す
こ
と
を
雑
誌
は
挑
戦
し
て
い
た
。

　

二
つ
目
は
、
映
画
は
映
画
館
へ
行
か
ず
と
も
雑
誌
で
み
た
気
分
に
な
れ
た
の
で
は
と
い
う

問
題
が
浮
上
し
た
。
映
画
雑
誌
よ
り
も
一
般
大
衆
誌
の
ほ
う
が
よ
り
読
者
層
を
見
込
め
る
。

大
衆
誌
に
掲
載
さ
れ
た
映
画
作
品
は
、
読
み
物
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
映
画
の
物
語
は
抜

粋
さ
れ
「
写
真
」
や
「
絵
」
で
物
語
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
す
ら

あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
幻
の
作
品
」
を
み
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
大
ス
タ
ー
が
雑
誌
封
切
り

「
映
画
」
に
こ
ぞ
っ
て
出
演
し
て
い
る
。
も
し
か
し
た
ら
映
画
化
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
現
在
で
は
存
在
し
な
い
「
幻
の
作
品
」
が
誌
面
に
あ
る
。
ま
た
映
画
化
さ
れ
る
は
ず
で

あ
っ
た
作
品
、
途
中
で
お
蔵
入
り
に
な
っ
た
映
画
も
あ
る
。

　

こ
の
二
点
は
全
然
違
う
ベ
ク
ト
ル
で
は
あ
る
の
だ
が
、「
写
真
小
説
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
た
と
き
に
で
て
き
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
途
中
段
階
の
も
の
で
あ
り
、
結
論
に
は

た
ど
り
つ
け
な
い
が
、
戦
前
に
は
す
で
に
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
と
、
雑
誌
の
な
か
の
映
画
と

の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
の
手
が
か
り
と
な
っ
た
調
査
で
あ
る
。
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註（1）　

 

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
三
月
号
の
『
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
』
で
は
「
探
偵
写
真
小
説
」
な
る

も
の
が
連
載
さ
れ
る
。
題
名
は
「
へ
こ
み
の
茶
碗
」。
雑
誌
が
『
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
』
で
あ
る

こ
と
か
ら
「
写
真
」
を
使
用
し
て
い
る
と
思
い
き
や
、「
絵
」
で
描
か
れ
て
い
る
。
作
者
は

木
下
宇
陀
児
、
画
を
担
当
し
た
の
は
樺
島
勝
一
と
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
が
揃
っ
て
い
る
。
探
偵

小
説
の
木
下
宇
陀
児
作
品
だ
け
あ
り
、
物
語
の
「
カ
ギ
」
が
写
真
と
な
っ
た
探
偵
小
説
で

あ
る
。「
写
真
」
を
主
題
と
し
た
「
へ
こ
み
の
茶
碗
」
は
、
本
文
に
記
述
し
た
「
写
真
物

語
」
と
同
じ
部
類
で
あ
る
。

（2）　

 「
絵
」
を
重
視
し
た
挿
絵
本
は
、
こ
の
後
、
大
正
時
代
に
入
る
と
一
世
風
靡
す
る
。
し
か
し

そ
れ
は
特
定
の
人
気
画
家
で
あ
り
、
多
く
は
「
文
章
」
重
視
の
誌
面
作
り
と
な
っ
て
い
る
。

（3）　

 『
少
女
画
報 

一
九
一
二
年
九
月
号
』
新
泉
社
、
一
九
三
二
年
、
頁
記
載
無
。

（4）　

 

牛
田
あ
や
美
「
少
年
倶
楽
部　

復
刻
愛
蔵
版
」『
京
都
造
形
芸
術
大
学
紀
要
二
〇
一
三
』
京

都
造
形
芸
術
大
学
、
二
〇
一
四
年
、
一
二
八
頁
。

（5）　

 『
少
女
画
報
一
九
一
六
年
四
月
号
』
新
泉
社
、
一
九
一
六
年
、
頁
記
載
無
。

（6）　

 

加
藤
常
賢
、
山
田
勝
美
『
角
川
字
源
辞
典
』
角
川
書
店
、
一
九
七
六
年
、
一
六
五
頁
。

（7）　

 

ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
編
『
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
講
座
Ⅸ
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
五
七
年
、
三
二
九
頁
。

（8）　

 

一
九
一
六
年
一
月
号
か
ら
『
少
年
倶
楽
部
』
で
掲
載
さ
れ
た
吉
田
金
造
の
漫
画
は
「
活
動

写
真
」
と
ジ
ャ
ン
ル
だ
て
さ
れ
て
お
り
、
映
画
イ
コ
ー
ル
活
動
写
真
と
い
う
定
説
も
覆
っ

て
し
ま
っ
た
。

（9）　

 『
少
年
倶
楽
部　

一
九
三
二
年
一
月
号
』
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
三
二
年
、
九
〇

頁
。

（10）　

 『
少
女
倶
楽
部　

一
九
三
四
年
一
月
号
』
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
三
四
年
、
九
頁
。

（11）　

 

映
画
雑
誌
『
キ
ネ
マ
旬
報
』
で
は
一
九
四
〇
年
一
〇
月
号
に
て
「
日
本
映
画
紹
介
」
の
な

か
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
同
じ
く
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
か
ら
発
刊
さ
れ
て
い
た

雑
誌
『
富
士
』
で
は
一
五
頁
に
わ
た
り
、
物
語
の
全
容
が
「
写
真
物
語
」
と
し
記
載
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
高
麗
映
画
「
授
業
料
」
は
結
局
、
日
本
で
の
一
般
公
開
は
検
閲
に
か

か
り
上
映
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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